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ラスターの如 きものの存在を暗示 し,その他ホール係数の如 く呂由電子値か ら
ずれを示す場合 も多 く,これが合金にな ると一層強訴され る傾向にあ り,今後
の議論の中心 になるであろ う｡
金属液体の物性測定はLZ7-.i体の皆合に比べ,実験緯度に閑静を含む場合 もあ り,
従って実験粘度の向上が要望され ると共に,実験 と群論 とが緊密に給びついた
新しい研究が期待され,今FHJのシンポジウムの主眼の 1つである.
液体金属の電子状態
東北大 ･工学部 田 中 実
S.首.耳clward_Sに よれは,液体金殿の電 子状鮭に組す る埋弁的知見 と実験
的知識 とはあ る種の相補性の原理にあてはま るのか現状であるO最 も精密な実
験飴巣が得られ る物軽的量は理論的な翫 蛎の観めて轟き鮭なものであ り,他方理






な条件の下で得 られ ろかを吟味した試み (Gヱ-eerie-Kchn), い くつかの
ipseuacⅠ)ctential の衰式を相互に比較 して電気抵抗の計算値が ZirLe.nの
表茸の枠内では ps∈ud,cpctentia･1の短波長の領域の数値に著 しく鋭敏であ
り,従って実験値 との一致はそれだけでは必ずしも意味のあることとは云えな
い (TvYiser),また第 1Bcm 近似の蓑式が液体ナ トリウムの場合でさえ抵抗
の温度係数を正 しくは与えない 日 ?)(Greenfiela-Wiser, Tanaka




他方,rwe､β.k interactionの枠からはみ出しでいるかの ように見えるい く
つかの液体金属の輸送係数の実験値の説明のために,-フェル ミ面近傍の状辞密
度に著 しい air'があ り,従っ七当然その近傍のエネ′レギ Lーを持つ電子の波束
は r_early-free-electron近似の場合 と著 しく異るであろうとす る解釈










整理 して .与の金属の フェ)1/ミ面近傍の電子状辞の特徴を明らかにす 車ととが
目的であ.る｡また,地方では乱れた系内の電子的構造を2,5の簡単なモデル
について数学的に厳密に議論す ることを,可能な限 り液体金属の実体を意識 し
て実行してほしい ｡
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(1) 遷移金属 (FIβ,Co,Ni) ; 局在 LIL電子の寄与があらわであ る物性
の例 として比熱の鹿が Cuのそれ よV)も敦 cavJm｡1多いことを示 したご)
又, Hlet/ktlLgaW a や Urbain と UbeltlCkerの Ni,C｡の固体液 体の画板率
のデータを引用 し,融解後も f3ohrr招,gln∈:ton numt･erが温度に対 して連続
m(∋1t
であることか ら, I.C.C -→ molten str･uctareではま電子の寄与のし
かたが変らないことを示唆した≡)･5)又, Niの電気抵抗両こついての著者の
データから, ps- pLのとびが主 として SI S散乱による変化 として考え,
4)
S- a_散乱は変化しない と考え ると実験 データが定性的に合 うことを示 した.
･最近の Takeuchi,Suzuki,Tariaki,Yan8.0の iiq_uid･Niに対す る
a(K)を湘定し,Cuの a(K) と余 り変 りないことをみいだしてい ることを附
5)
記す る｡
(2) 遵移金巌稀薄合金 ; この物蟹かこ対す る主な目的は Fried_e1-And.-
erson流の第 0近似におけ るVirtua/i tounclstateが液体状態:ではどの
ようになるかについて著者の実験を*心にのべた o
liq_ui.'imetalを hostにす ることに より, V .I).S.が magneticか
-496-
